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どの程度これらの間に幅を持たせられるでしょうか?　どういった要素が
あれば、少ないWIPで高レベルのTHを生み出すシステムを実現できるの
でしょうか?　繰り返しになりますが、これらはリーン生産方式の根底に
関係する重要な問いです。効率の高いフローを設計するにあたり、これら
の手法の使い方を理解するには、まず基本的なフローの動きを把握してお
く必要があります。

4.2 フローの特性
フローを理解するための第一歩は、基本的な動きを簡潔に示すことです。

それにあたり工程フローとコンベアを比較してみましょう。理由は、一連
のプロセスを流れる対象の動きと、コンベアで配送されるモノの動きがよ
く似ているからです。（図4.1参照）。コンベアの基本的な動きは、モノが
コンベア先頭に投入される速度（すなわち後部から払い出される速度）と、
1つのモノがコンベア上を流れていく時間の2つのパラメータで表現する
ことができます。同様に、工程フローの挙動は2つのパラメータに依存し
ます。

図4.1：工程フローのコンベアモデル
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計のため、RPT＝10.73時間です。このことからクリティカルWIPは次の
通りです。

CWIP＝BNR×RPT＝2×10.73＝21.46ジョブ

ここで、過去数カ月間、受注システムのスループットが平均して1時間
あたり1.25ジョブで、仕掛中の顧客オーダーの平均数（WIPの値）が60
であったとします。これは良いパフォーマンスでしょうか、それとも悪い
パフォーマンスでしょうか?

この問いに答えるため、PWCの公式により、受注システムと同じパラ
メータを持ち、現実的なワーストケースの条件を満たすフローのスルー
プットを計算します。結果は以下の通りです。

THPWC＝ WIP
WIP＋CWIP−1  BNR＝ 60

60＋21.46−1  2＝1.49

したがってWIPが60の場合、PWCの方が実際よりも高いスループットを

図4.8：受注システム
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また、それらより上の点は非効率な領域を表しています。
このようなトレードオフの観点からサプライチェーンをデザインすると

き、2つのレベルの意思決定が必要になります。

１．戦略的な問題：効率曲線上のどこを狙うかを決定する。
２． オペレーション上の問題：効率曲線上のパフォーマンスを実現するシ

ステムを設計する。

1つ目の戦略的問題に関する詳細な議論は、この本の主題ではないため、
「ロールスロイスと起亜のどちらの戦略が良いか」といった議論について
は語りません。企業は、「低コストで低品質な製品」または「高コストで
高品質な製品」のどちらかを提供することで利益を得ることができますが、
競争環境の中で自社をどのようなポジションに位置付けるかは、個々の企
業が戦略的な計画プロセスの中で決めなければなりません。

しかし、オペレーション上の問題についてはそうではありません。企業

図0.1：戦略的トレードオフと効率曲線
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